
Tamura 1213 Tamura February.201713

地域の安全安心を守る
　　　田村市消防団
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消 防 団 だ よ り

　今回の消防団だよりでは、船引地区隊を紹介します。
　船引地区隊では、火災時の消火活動や災害時の水防活動はもちろん、毎月 11
日には、東日本大震災を忘れないように「無火災デー」として、全分団で火防
督励を行っています。地域の皆さまのご協力をお願いします。

　昨年 4月 1日付けで、船引地区隊に次の 28人の団員が入団しました。（敬称略）
　●船引分団…菅野寛隆、山田通、菅野浩史、道内啓仁、箭内広樹、佐久間悠、安瀬浩崇、白岩怜士、安藤大樹、
　　　　　　　渡邉一樹
　●文珠分団…松本啓宏、大川原一博、壁谷建吾　　　●美山分団…箭内新也、鈴木諒一、三浦貴裕
　●移分団……石井良治、安齋嘉邦、佐藤正一　　　　●芦沢分団…山口悠樹、渡邉誠寿、大友康弘
　●七郷分団…佐藤大輔、吉田敬太、秋元仁、橋本拓真、橋本信宏、橋本欽司

▲船引地区隊秋季検閲（昨年 10月 23日）に参加した新入団員

新たに 28人の団員が入団しました

船引地区隊!!火災ゼロを目指せ

平成２９年度
船引地区隊の
主な行事予定

●２９年　４月　田村市消防団春季検閲
●２９年　６月　船引地域防災訓練（瀬川地区）
●２９年１０月　船引地区隊秋季検閲
●３０年　１月　船引地区隊出初式
●３０年　３月　春の火災予防運動に伴う防火パレード

　船引地区隊では、船引町を守る若い力を募集しています。
　入団を希望する方は、お近くの消防団員または生活環境課（☎ 81-2272）までご連絡ください。

一年の防火・防災を誓う田村市消防団出初式
　1 月 8 日、田村市消防団の出初式が船引公民館で行わ
れ、副分団長以上の幹部団員約 70 人と関係者が出席し
ました。
　式では、冨塚市長が「市民の生命・財産と地域の安全・
安心の確保のため、無火災・無災害への協力をお願いし
たい」と訓示し、飛田団長があいさつした後、大和田市
議会議長、玄葉衆議院議員、本田県議、三瓶県議、遠藤
郡山広域消防長、佐藤田村警察署長から祝辞をいただき
ました。全員が団旗に敬礼して、今年一年の防火・防災
への決意を新たにしました。
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田村市立志式 志を立て 夢や希望の実現へ
　将来の自分を見据えて、進路実現・自己実現に向けた志を立てる立志式が、1 月 12 日、市
文化センターで開催されました。市内の中学２年生320人が出席し、夢に向かって目標を定め、
社会に貢献できる人に成長することを誓いました。
　式では、助川教育長が「甘えを捨て、熱い思いと強い気持ちを持って夢を実現させてほしい」
と式辞を述べ、鈴木副市長が各中学校の代表者に立志証書を手渡して、「感謝の心を忘れずに
高い志をもって、大きく羽ばたいてほしい」と激励の言葉を贈りました。「立志のことば」では、
生徒代表の武田隼さん（都路中）と橋本実空さん（船引中）が、将来の夢や前向きに生きる
ことの大切さについて、力強く決意を述べま
した（写真）。
　記念講演では、前国士舘大学駅伝部監督の
下重庄三さんが、目標をもって日々努力する
ことや、「田村っ子のルール 10」にある、あ
いさつや返事、礼儀の大切さなどを、自らの
選手・指導者としての体験をもとに話しまし
た。参加した中学生からは「目標を持つこと
の大切さがわかりました。感動しました。」と
いう声が聞かれました。
※裏表紙にも関連記事
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　1 月 19 日、人権擁護委員の委嘱状伝達式が福島地方法務局郡山支
局で行われ、新任の吉田和子さん（都路）に委嘱状が手渡されました。
　吉田隆昌さん（都路）、大友政判さん（船引）、吉井数一さん（滝根）、
石井裕実子さん（大越）は再任となりました。
　任期は 29 年 1 月 1 日から 3 年間です。
　今回、任期満了で、今泉富代さん（都路、在職 6 年）が退任しました。

人権擁護委員 新任の委員に委嘱状

▲吉田和子さん

▲吉田隆昌さん ▲大友政判さん ▲吉井数一さん ▲石井裕実子さん

作品寄贈 船引町の橋本さんが書道作品を寄贈
　昨年 12 月 1 日、都路行政局に船引町船引の橋本幸子さんより、書道作品を寄贈していただ
きました。作品中の詩歌は、橋本さんの祖母である加藤シノさん（都路町古道）が生前、昭和
53 年にふるさと都路をしのんでつづった抒情
詩です。橋本さんはこのたび、長い歳月、本
棚に眠っていた加藤さんの詩歌を見つけ出し、
書道作品として完成させました。
　この作品は、都路行政局２階、公民館事務
室前に展示されていますので、来訪の際はぜ
ひご覧ください。


